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研究成果の概要（和文）： 
代表性を有する大規模書き言葉コーパスを日本語教育に活用する方法を開発するという目的の
もとに以下の三つの課題を達成した。課題１：日本語教材コーパスを作成し，中国で開発され
た日本語教科書との比較などの基礎研究を行った。課題２：書き言葉均衡コーパスを活用した
日本語教材作成を行うための基礎資料として，コロケーションリスト，文法原型シラバス，語
彙原型シラバスなどを作成した。課題３：日本語教育に BCCWJを活用するためのコロケーショ
ン抽出ソフトウェアの開発などを行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this project is to investigate methods to utilize the Balanced Corpus of 
Contemporary Written Japanese (BCCWJ) for Japanese language education. We have 
completed the following three tasks: (1) construction and analysis of a corpus of Japanese 
teaching materials; (2) compilation of a Japanese collocation list and construction of a 
database for basic grammar and basic vocabulary for Japanese education; and (3) 
development of tools to utilize the BCCWJ for Japanese language education. 
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１．研究開始当初の背景 
 言語コーパスは日本語研究のみなら
ず，辞書の編纂，教育用の語彙シラバス
や文法シラバスの作成，語学教材の開発
など，国語教育や日本語教育に役立てら
れる有用な言語資源である。しかしなが
ら，研究開始当初は，日本語でのコーパ
ス整備状況は十分ではなく，特に日本語
の多様な全体像を把握することのでき
る均衡の取れた言語コーパスは皆無の
状態であった。一方，日本語教育の世界
ではコーパス言語学に基づいた研究成
果が上がり始めてはいたが，その実状は，
新聞，青空文庫，あるいはウェブなどの
ごく限られたジャンルの，しかも言語研
究のために構築されたわけではないデ
ータを使っての研究しか行えない状況
であった。以上のような状況で，言語研
究のために設計され，しかも均衡の取れ
た現代日本語コーパスの構築は，日本語
研究と日本語教育のどちらの分野にお
いても緊急に達成しなければならない
重要な課題であった。 
 
２．研究の目的 
 日本語教育班の研究目的は，「現代日本語
書き言葉均衡コーパスを日本語教育に活用す
る方法の開発」である。従来教師の経験と勘
にもとづいて作成されていた日本語教科書，
教材，シラバスについて，客観的な言語デー
タにもとづいて考えるべき部分を見極め，コ
ーパスを日本語教育に活用する方法について
検討することをめざし，具体的には，次の3
つの課題に取り組んだ。 
 課題１：日本語教材コーパスの作成と分析 
 課題２：書き言葉均衡コーパスを活用した 
     日本語教材作成法の開発 
 課題３：日本語教育のためのコーパス活用 
     ツールの開発 
 
３．研究の方法 
(１)課題1：日本語教材コーパスの作成と分析 
 日本語教育のための教材分析,シラバス作
成,教材作成,教授法開発などに利用できる基
礎的なデータとして日本語教材コーパスを作
成する。また，このコーパスを活用し，日本
語教育用の語彙の研究，教育用語彙表の試作，
中国で作成された教科書コーパスとの比較，
などを行うことにより，日本語教育に資する
基礎的な情報を提供する。 
 
(２)課題2:書き言葉均衡コーパスを活用した 
    日本語教材作成法の開発 
 日本語教育,特に中級以上の日本語教育に
おいて重要なのは,使える表現を増やすこと
である。そのためには,使用上の特徴が顕著な
表現を抽出するとともに,日本語教育におけ
る重要表現の典型的使用パターンと類似表現
との使い分けを目に見える形で記述すること
が必要である。そこで，既存のコーパスと
BCCWJ領域内公開データを利用して,使用上明
確な特徴を有するコロケーションのリストを
作成する。また，既存の文法項目・語彙項目
のリストをもとに,BCCWJ領域内公開データを
活用した調査を実施し，「具体的な学習場面
においてこの項目を教えるかどうか,教える
としたらどの段階で教えるか」を判断するた
めの情報を各項目に付した「文法原型シラバ
ス」と「語彙原型シラバス」を作成する。  
 
(３)課題3：日本語教育のためのコーパス活用 
    ツールの開発  
  日本語コーパスを教育用に提供するために
は,エンドユーザーの検索ニーズやスキルに
応じたインタフェースの開発が重要である。
そこで,データ班による日本語コーパス整備
の進捗を受けて,以下の作業を行う。  
・語彙プロファイリング・ソフトとして 
Sketch Engine への日本語データの実装。 
・日本語教育の観点からのインタフェースの
改善に関する調査。  
・BCCWJを分析対象とするプロトタイプのコ
ロケーション抽出ソフトウェアの開発。 
・その他，日本語教育に役立つソフトウェア
の開発。 
 
４．研究成果 
課題１：日本語教材コーパスの作成と分析 
・初級・中級向け日本語総合教科書および読
解教材48種を入力し，テキストの内容を「課
題」「解説」「例文」「練習問題」などに
種別してタグ付けを行った。また，著作権
処理を実施し，公開に向けての準備を行っ
た。 
・中国で作成された教科書コーパスを利用し
てシラバス研究，教材分析を行った。 
・日本語教材コーパスを用いた語彙表を試作
し，BCCWJの語彙情報との比較を行った。 
・BCCWJの評価と試用を目標に，日本語教材分
析と作成への多種のコーパス（BCCWJを含
む）の比較利用とその可能性の検証を行っ
た。 
 
課題２書き言葉均衡コーパスを活用した 
   日本語教材作成法の開発 
課題2は，研究テーマを＜日本語教育のための
コロケーション研究＞と＜文法項目・語彙項
目に関する「原型シラバス」の作成＞の２つ
に分けて実施した。 
＜日本語教育のためのコロケーション研究＞ 
・BCCWJ(2009)とGoogle刊行のN-gramファイル
を利用し，コロケーションと拡大コロケー
ション(lexical bundle)の抽出を行い，こ
れまでに作成したリストの精緻化を行った。
それをもとに品詞ごとのコロケーションリ
ストと拡大コロケーションのリストを作成
した。 
・BCCWJ(2008)とBCCWJ(2009)の結果を比較対
照させることにより，コーパスサイズとコ
ロケーション認定の統計値の妥当性との関
連について検討した。 
＜文法項目・語彙項目に関する「原型シラバ
ス」の作成＞ 
・言語政策班が作成した検定教科書コーパス
を用いた文型調査を行い，年少者に対する
日本語教育の文型指導に資する調査報告を
行った。 
・BCCWJ領域内公開データを用いた機能語調査
を基に複合辞の類義語研究を行った。 
・BCCWJ領域内公開データ2009年度版を使い，
『日本語能力試験出題基準』１・２級の機
能語を中心とする439項目についてジャン
ル別の頻度調査を行った。また，その調査
を基に，「BCCWJによる機能語データベース
(スタンドアロン版)」を作成した。 
・初級文型の「原型シラバス」作成のための
ケーススタディを行い，発表した。具体的
には「イ形容詞」「義務の表現」「原因・
理由の表現」「否定疑問（のではないか）」
「伝聞表現」について分析することによっ
て，「原型シラバス」に盛り込むべき内容
について提案した。 
・橋本(2008)で提案した話題別語彙リストの
改訂作業を行った。対数尤度比を用いて
BCCWJに出現する語を100の話題に分類し，
その情報を話題別語彙リストに付加して改
訂した。 
・KYコーパス・親密度・BCCWJの三者をつきあ
わせることにより「使用」という観点から
見た場合の実質語の難易度に関する分析を
行った。その結果，具体物を表す名詞の使
用は，「難易度」ではなく「親密度」から
説明することができ，抽象概念を表す名詞
の使用は，主に「難易度」で説明すること
が可能であることが明らかになった。 
・BCCWJ領域内公開データ2009年度版を使って
語彙頻度分析調査に基づく日本語学習語彙
表を作成した。 
 
課題３：日本語教育のためのコーパス活用 
     ツールの開発 
・BCCWJ領域内公開データ2009年度版のサブコ
ーパス10種より無作為抽出された2000語×
100ファイル，計20万語の語彙頻度・分析統
計を算出した。 
・BCCWJを用いた語彙統計情報データベースの
公開に向け，パッケージ化とドキュメント
作成の作業を進めた。 
・語彙情報データベースのＷｅｂサービス化
に関する実験とツールの試作を行った。 
・現在利用できる形態素・係り受け解析ツー
ルを用いて解析したコーパスから語彙パタ
ーンを柔軟に検索するための検索式（言語）
の使用の策定と検索ツールの試作を行った。 
  
以上の研究成果の一部は『特定領域「日本語
コーパス」研究成果報告書』のDVD-ROMに収録
されている。このDVD-ROMにはプロジェクトの
過程で作成した研究成果，報告書・論文，お
よびツール・データを収録している。その内
容を表1に示し，さらにその概要を表の下に提
示する。 
表１ 日本語教育班：成果報告書    
    DVD-ROMのコンテンツ 
１．平成 18 年度〜22 年度の研究成果報告書 
  紙媒体で刊行された報告書の pdf版。各
年度の進捗状況報告，発表論文などを収
録する。 
２．BCCWJ を用いた初級シラバスの再評価 
  BCCWJ を用いた初級シラバスの再評価
について入門者向けに解説したもの。 
３．言語研究のためのテキスト処理入門 
  Windows のパソコン上で，一般的なソフ
トと一般に公開されている電子テキス
トを用いて言語研究に有用な情報を抽
出するためのテキスト処理方法につい
て解説したもの。 
４．BCCWJ2009Ngrams 
  BCCWJ 2009 の中の LB（流通書籍），
OM（国会会議録），OW（白書），OY
（Yahoo!ブログ），PB（生産書籍）を対
象に作成した有意義なコロケーショ
ン・拡大コロケーションを認定するため
のファイル。 
５．BCCWJ による機能語データベース（スタ
ンドアロン版）Ver.0.9.1b 
  BCCWJ 領域内公開データ 2009 年度版
における『日本語能力試験出題基準』
１・２級の機能語の全用例とジャンル別
出現頻度をまとめたデータベース。 
６．BCCWJ サブコーパス 10種の評価用語彙頻
度・分布統計 
 
  BCCWJ 領域内公開データ 2008 年度
版・2009 年度版の基本語彙統計資料の
１つとして，サブコーパス 10 種から無
作為抽出されたテキスト各 20 万語の語
彙頻度・分布統計をまとめたもの。 
７．BCCJ による語彙情報データベース 
  任意の日本語テキスト（コーパス）の語
彙を BCCWJ と比較するためのツール。
本バージョンでは「形態素（語彙素）」「2
グラムの語彙素の連鎖」「隣接する 2 形
態素によるコロケーション」の 3 つの単
位で分析することができる。 
 
また，以上の研究成果は，毎年開催される特
定領域の全体会議，期間中 21 回開催された
日本語教育班会議，4 回開催された複合辞研
究会のほか，国内および海外での学会発表，
パネルセッション，国際フォーラム，国内各
地で 4回開催されたワークショップなどにお
いて逐次発表を行った。 
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